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司会（日本経済新聞社論説副委員長・脇祐三） 

今日は、このところ連日大きく報道されている

「イラン大統領選後の政治対立」について、東

京外語大の松永さんに語っていただきます。松

永さんには昨年４月に当クラブで、イラン総選

挙の結果と権力構造について解説していただ

きました。その時の内容はクラブのホームペー

ジにアップされていますので、参考にしていた

だきたいと思います。 
簡単に要約すると、最高指導者ハメネイ師は

1989 年の就任以来、護憲評議会の書記である

ジャンナティ師を中心とする「文化保守」勢力

と、アフマディネジャド大統領ら革命防衛隊出

身の第２世代の「治安保守」勢力の双方と連携

して権力基盤の強化を進めてきた。大統領ら第

２世代の保守派は、ラフサンジャニ師のような

経済利権を握った革命世代の有力聖職者を攻

撃して自らの主導権を強めようとしている、と

いった指摘だったと思います。 
昨年の解説とも重ね合わせて、今回の大統領

選をめぐる対立について松永さんに整理して

いただきましょう。 
 
松永 資料を２枚配っていただいているか

と思います。「イラン大統領選挙後の政治危機」

というタイトルは、記者クラブからちょうだい

したタイトルでありまして、私がつけたもので

はないのですけれども、毎日いろんな展開があ

り、危機と呼べるかどうかはともかくとして、

一連の事件が起きております。それらが、一区

切りついたのか、ついてないのかは私自身もよ

くわかりません。明日にでも新たな展開が起き

て、今日申しあげることがガラガラッと崩れる

可能性もありますが、本日は私自身の論点をた

たき台として皆さんにご紹介したいと思いま

す。 
４つに分けて順にお話をしたいと思います。

最初に、何が起こったのか。次に、アフマディ

ネジャドの勝利がある程度正しいとすれば、な

ぜアフマディネジャドがそういう形であのポ

ジションに今日いるのかということを振り返

って分析をする。それから、一般の市民が多数

街頭に出てきまして、一番大きいものでは 10

万人ともいわれるような大規模な抗議行動、大

衆行動を行ったわけですけれども、その性格と

今後の見通しについて。最後に、短期的、中期

的、長期的と３つに分けて今後の見通しを総括

したいと思います。 

 
何が起こったのか 

 
まず、何が起こったのかについてです。大統

領選の投票自体はたぶん夜の 10 時ぐらいまで

延長になったのですが、それから即日開票を始

めて、翌日の午後までには最初の正式集計が出

たわけです。選挙が終わった日の夜から、ムサ

ビ候補の側が「選挙に不正があった」という記

者会見を開き、重大な問題がいま展開しつつあ

るという話になりました。 
今回の選挙後に起こったことをきちんと理

解するためには、選挙戦、選挙運動期間中の３

週間にどんなことが起こって、投票日の直前は

どういう段階であったのかということを、振り

返ってみる必要があるでしょう。 
イランの大統領選挙というのは、立候補希望

者が手続を２～３カ月前にして、それから候補

者の資格を審査する護憲評議会とか監督者評

議会とか呼ばれている組織、つまりイスラム法

学者６名と非法学者６名の計 12 名からなる評

議会の下に選挙中央監督委員会ができまして、

このメンバーは５名だと思うのですけれども、

そこで資格審査をするのです。今回は、四百数

十名の中から４名の候補が選ばれましたが、４

名の候補決定は公式な選挙運動期間である投

票前３週間の直前です。投票日まであと１カ月

を切っているような段階で候補者が誰かが確

実になるのです。 
今回はムサビという候補がアフマディネジ

ャド現大統領に対する一番の対抗馬になった

のですが、ムサビ氏が立候補宣言をしたのは３

月 10 日でした。６月 12 日の投票日のおよそ

３カ月前です。公式な選挙運動の期間は３週間

ですけれども、その前の２カ月と何週間かも非

公式な形で地方遊説に行ったり、支持者と会っ

て話をしたり、演説をしたりといった選挙運動

は続けておりました。 
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優位に立ったアフマディネジャド氏 

 
緩やかな形で３カ月間の選挙運動期間があ

ったともいえるのですが、３週間の公式の選挙

運動期間が始まる前、投票日から１カ月前ぐら

いの情勢分析では、現職のアフマディネジャド

大統領が優位であり、再選されるだろう、とい

う見方が大勢だったでしょうし、私自身もそう

考えていました。 
詳しい理由は後で申しあげますけれども、基

本的な要因を一言でいえば、国家の権力機構の

後押しを受けている現職であり、４年間の実績

をアピールすれば、再選の可能性は高いという

点です。イランの大統領は、任期は１期４年で、

連続２期までです。アメリカの大統領選挙では

時々、１期だけで落選する方もいますけど、そ

ういうケースはいまのところ革命後のイラン

ではありません。必ず再選をめざして出馬する

と再選されてきております。そういう前例も踏

まえて、アフマディネジャドが再選されるだろ

うという判断が多くの人の見方の前提として

あったと思います。 
４名の候補の立候補資格が認められました

けれども、通常の分析によって区分すれば、保

守系の候補は２人、現職のアフマディネジャド

大統領ともう一人の保守系候補がいました。そ

れに対して改革派系の候補が２人いたという

ことです。４人の候補の中では現職のアフマデ

ィネジャド大統領が一番若く、改革派の候補は

若いほうのムサビ氏でも 67 歳、もう一人のキ

ャッルービ師は 71 か 72 歳と、いずれもかな

り高齢です。1979 年の革命の初日からいろん

な重要な役割を果たしてきたようなベテラン

が改革派のほうから出馬してきました。 
保守派のほうのもう１人の候補もベテラン

の１人で、かつて革命防衛隊の総司令官であっ

たレザーイ氏です。再選をめざしたアフマディ

ネジャド氏は、先ほど脇さんからご紹介があり

ましたとおり第２世代に属しています。革命当

時は大学生であって、革命後の最初の 10 年間

は重要なポストにつくようなこともなく、ハメ

ネイ体制になった後でだんだん登用されてき

たような、そういう世代です。 

なぜ投票が終わった直後からムサビ氏は「不

正があった」と主張したのかというと、３週間

の選挙期間中にムサビ氏が現職大統領への有

力な対抗馬としてどんどん追い上げていたと

見られていたからです。集会を繰り返し開くた

びに、より多くの人が集まってくるし、地方に

行っても３万人、５万人とスタジアムが埋まる

ようなことが続いたわけです。すると、人々は

「あー、1997 年の大統領選でハタミ師が登場

したときみたいに、保守派の本命が勝つのが嫌

だったら、対抗馬の改革派の候補に入れてみよ

う」「ムサビ氏のことはよく知らないけど、よ

さそうな人だから、ぜひこの人に票を入れてみ

よう」といった格好で、浮動票のようなものが

雪だるまのようにだんだん膨らんで固まって

いくような過程が、若干とはいえ表面的にはみ

られたのです。 
必ずしも 12 年前と全く同じような熱気とか

ダイナミズムがあったわけではないですけど、

かつてのハタミ旋風を少し小型にしたような

形で支持が増えつつあったのです。 

 
「24 年間の政治と私は戦った」 

――興味深かった初のテレビ討論 

 
今回の選挙戦で一番特徴的だったと私が思

っていますのは、今回初めて候補者間のテレビ

討論が導入されたことです。直接討論は国営テ

レビ局・ＩＲＩＢで平日の夜に 90 分の生番組

として放映されました。司会者が冒頭に一言い

った後、それぞれの候補に「30 秒ぐらいであ

いさつをお願いします」と水を向け、それから

後は、交互に 10 分、10 分、10 分、10 分と、

それぞれが計 40 分ずつ話し、あとロスタイム

を含めて全部で 90 分間の生番組に収めるとい

う討論でした。 
候補者が４人おりますから、討論は１対１で

計６回行われました。そのうちの、現職のアフ

マディネジャド大統領と改革派の対抗馬とし

て一番上り調子だったムサビ氏の１対１の討

論と、改革派のもう一人の候補であるキャッル

ービ師とアフマディネジャド大統領の討論、こ

の２つの討論はユーチューブとかで簡単にみ
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ることができたので、私もみたのですけれども、

非常に興味深い内容でした。 
まずムサビ氏との討論会の中で、アフマディ

ネジャド大統領は冒頭、「この選挙は公平じゃ

ない。４人候補はいるけれども、これは４人の

間の公平な競争ではなくて、３人対１人の競争

だ。私に対して３人の対抗馬がついている」と

言い出したのです。当たり前なのですけれども、

そういうことを非常に暗い感じで語り始めま

した。要するに「私は劣勢に立たされている」

とアピールしたのでしょう。 
それからアフマディネジャド大統領は「私は

この４年間の任期中、頑張り続けてきた」「何

に対して頑張ってきたかというと、ここに座っ

ているムサビさんの首相時代の８年間の施政、

その後のラフサンジャニ大統領の８年間、その

後のハタミ大統領の８年間、この 24 年間に政

府がやってこなかったことや積み残してきた

ことに奮闘してきた」と主張したのです。 
さらに大統領は「悪い統治が続いてきたゆえ

に生じた貧困の問題とか貧富の差の拡大とか、

地方が開発から取り残されるといった問題が

ある」「問題をつくってきたのはこの人たちだ。

この人たちの 24 年間の政治と私の４年間は戦

ってきたのです。ここで私が再選されて、この

闘いを続けなければいけない」と続けたわけで

す。 
非常にクレバーな戦術だと思いました。いま

までの政府はなんだ、政治エリートは特権化し、

私腹を肥やしていて、不正が社会に蔓延し、貧

富の差を拡大させてきたと。要するに最大級の

非難を、古い世代の政治エリートだった他の候

補の目の前でやったわけです。 
いままでのイラン革命体制の中での政治的

なエチケットとしては、革命第１世代、革命功

労者世代というものに対し、面と向かってそう

いう非難をするのはタブーでした。そういうタ

ブーを破る行為です。ムサビという人は、政治

エリートの中では大御所といいますか、かなり

重要な人ですけど、その人に面と向かってそう

いうことを言ったのです。 
キャッルービ師との討論でも同じようなこ

とをやりました。どういう攻撃をしたかという

と、討論の真ん中ぐらいで「キャッルービさん、

あなたは革命前にどこに住んでいましたか。い

まはどこに住んでいますか。どのくらい大きな

家に住んでいますか。家具は同じですか。どの

くらい財産がありますか」みたいな質問を浴び

せたのです。そういう振りで相手の特権階級化

を攻撃する一方、大統領は「私はずっと同じと

ころに住んでいます。同じ家具を使っています。

私は清貧です」と言い、「あなたは、どのくら

い私腹を肥やしたのですか」みたいな非難を面

と向かって 57 歳の現職大統領が 72 歳の元国

会議長にぶつけたわけです。 
キャッルービ師は革命の初日から重要なポ

ストをずっと歴任した人ですから、多少立派な

家に住んでいても不思議ではないと思います

が、そういう人に真っ向から非難をぶつけたの

です。自分は清貧だが、他の候補はみな特権階

級で私腹を肥やしてきた古い政治家だという、

対立軸、境界線を巧みに引いてみせたと言えま

す。アフマディネジャドという人は、非常にわ

かりやすい言葉で、割と雄弁に庶民にアピール

するのがうまいのです。そういうふうに討論を

盛り上げたから、投票直前には新旧の政治家の

二極化の図式、その代表同士の決選投票的な構

図になったのです。 
 
世代で異なるムサビ氏の記憶 

 
候補者は４人おりましたけど、改革派の２人

目の候補キャッルービ師にはほとんど票が入

りませんでした。なぜかというと、ムサビ氏の

ほうは首相を辞めた後は 20 年間、政治の表舞

台から退いていた人であったため、若い世代に

は逆に新鮮さがあったことが一つありました。

ムサビ氏は公益評議会とか日本でいえば審議

会の委員みたいなものは続けていたのですが、

テレビに映るような表舞台にはいなかったの

で、いまの 20 代、30 代の人たちはムサビとい

う人をよく知らないのです。彼が首相だったと

きは、まだ子供だった、あるいは生まれてなか

ったので覚えていません。 
一方、だいたい 45 歳以上の世代ならムサビ

氏の首相時代を覚えているでしょうが、必ずし
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もいいイメージで覚えているとは限らないの

です。ムサビ氏は首相だったときには強硬派で

鳴らしていたのです。革命体制の中では左派で、

イラクとの戦時中でもありましたから統制経

済、配給経済を推し進め、当時の最高指導者ホ

メイニ師の後押しを得て、割と強引に抑圧的な

統治をやった過去もあるのです。当時の反体制

勢力は完全に封じられ、一部の反体制派が大量

処刑とかされたのもムサビ氏が首相の時代で

した。 
ですから、昔の彼を覚えている人は必ずしも

いいイメージを抱かないし、イラン・イラク戦

争という暗くてつらい時代の首相だった人だ

から中高年世代はあまりムサビ支持で盛り上

がらないのです。ところが、若い人たちにとっ

ては、全くの新顔同然ですからムサビ氏の過去

についてのこだわりがありません。 
キャッルービ師はずっと表舞台にいる人で、

若い人でも彼は改革派の政治家だなという認

識はありました。しかし、当初、ムサビ支持と

キャッルービ支持に二分されていた改革志向

の国民の間で、投票日の直前までに「キャッル

ービに入れると死に票になるから、アフマディ

ネジャドを勝たせたくなければムサビに票を

入れなければいけない」という空気が強まり、

特に若い世代の票がムサビ氏に集中する結果

になったようです。 
したがって、第１回投票であるにもかかわら

ず、アフマディネジャドかムサビかに票が集中

する決選投票的な、上位２位の争いになったの

です。 
 
選挙の疑惑を指摘した改革派 

 
投票日に、投票について、アフマディネジャ

ド側は特に問題があったとは言っていません。

問題があると言ったのは、ムサビとかキャッル

ービとか、いわゆる改革派の側です。指摘され

た問題の多くは、投票用紙の分配や投票箱の行

方など投票過程の透明性にかかわるものです。 
ムサビ支持者は割とカラフルな服、ファッシ

ョナブルな服を着た若者とか中産階級の人た

ちが中心ですし、一方のアフマディネジャド支

持派は真っ黒な服装で下町のほうからやって

くる感じですから、見分けが付けやすいのです。

選挙を管理している内務省の役人はムサビ支

持者が来ると、「投票用紙が足りなくなったか

らちょっと投票を中断します」「投票したけれ

ば２時間後にまた来てください」といったふう

な手を使い、小規模の妨害行為を繰り返したと

かいわれています。投票箱の管理の透明性が欠

けていたという指摘もあります。投票箱は密封

されているのですけれども、空であるというこ

とをみんな証人にみせてから密封したのかど

うかがわからず、あらかじめ票が中に入ってい

たのではないかといった疑惑です。 
それから開票過程で、普通は中立のオブザー

バー、監視人がみている中で数えるわけですけ

ど、中立の立会人を一切入れず、開票作業をし

ている建物の外に革命防衛隊を配置し、誰も中

に入れないようにして開票作業を進めたとこ

ろがあるともいわれています。 
開票結果の発表も割と早いペースで進んで

いったのですが、そこにも不審な点があったと

見る向きも多いようです。最初からずっとアフ

マディネジャド優勢で、ムサビ側との得票数の

違いがだいたい２対１のまま最後まで推移し

た、つまりアフマディネジャドが２票とれば、

ムサビが１票という比率が最初から最後まで

変わらなかったのです。これはおかしいのでは

ないかと言う声がすぐに出ました。地方はアフ

マディネジャド優位でいいですけれども、だん

だん都市部の票があいてくると少しは票数が

接近してもおかしくないと推測できるのに、ほ

ぼ一定の得票率で推移したのはおかしいと。意

図的につくられた得票率の数字に沿って開票

結果がずっと発表され続けたのではないかと

いう疑惑です。 
６月 12 日の投票日の夜の 11 時にムサビ側

は記者会見をして、「何か重大な疑惑がある」

と主張し始めました。翌日に正式な開票結果が

出ると、「これは完全に不正である。勝ってい

たはずなのに、大差で負けている。これはおか

しい」という主張なのです。それで、「選挙は

無効とされるべきだ。再選挙が行われるべき
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だ」という最大限の主張になりました。開票を

もう一回やろう、再集計をしようというような

中間的な要求ではなくて、「この選挙は完全に

不正だ。結果の正当性がない。一部を見直して

も受け入れられるようなものではない」と主張

しているのです。 
キャッルービも同様な主張をしていますけ

れども、キャッルービはほとんど票をとってお

りませんから、彼の批判というのは、実質的に

はあまり重要ではありません。 
２枚目の資料の真ん中あたりに、発表された

数字、「第 10 期選挙結果」が載っています。

総投票数は大体 3,900 万票で、そのうちアフマ

ディネジャドが 2,450 万票ぐらい、ムサビが約

1,330 万票とり、得票率はおよそ 62％と 33％
という結果です。 

 
投票結果を地域ごとにみると 

 
これがつくられたものなのか、本当の結果な

のかというのはわかりにくいのですけれども、

投票日から３日後の６月 15 日に発表された選

挙区別にそれぞれの候補者が何票とったかと

いう数字、一番下の方に載っている数字を見る

と、一応の地方差は出ているのです。どこの地

域でも１対２で勝っていれば、明らかにおかし

いのですが、例えばテヘラン市ではムサビ優勢

で、ムサビ 220 万票に対してアフマディネジ

ャド 180 万票です。ムサビの得票のほうが若

干多く、テヘランではムサビが勝っているので

す。 
ムサビ氏はトルコ系民族の一つであるアゼ

ルバイジャン系で、イラン北東部のトルコ国境

に近いところの出身です。彼の出身地であるシ

ャベスタル選挙区では当然ながら勝っていま

す。それから、隣の州の西アゼルバイジャン州

では州全体でムサビ勝利です。彼の出身地が含

まれている東アゼルバイジャン州と、その北隣

にあるアルダビール州、ここもトルコ系が多い

のですが、いずれもかなりの接戦ですから、ト

ルコ系が多いところではムサビが勝っている

か接戦になっているという発表結果です。 

テヘランとトルコ系のところを除きますと、

あとムサビ勝利の地域は、パキスタンとの境界

にありバルーチというスンナ派の少数民族が

住むシスタン・バルチスタン州です。それから

コルデスタン州というクルド系の人が住んで

いる州もそうです。イランのクルド系住民は、

かなりシーア派に改宗をしているのですけれ

ども、半分から半分弱ぐらいはまだスンナ派で

すので、宗教的なマイノリティーなのです。す

ると、二級市民、三級市民的な扱いになります

から、民族も違うし、宗派も違うと、様々な制

限が課されてしまうので、こういうスンナ派の

ムスリムがいるようなところではムサビが勝

っているのです。 
ムサビは、首都テヘラン、それからトルコ系

の地域、それからスンナ派がいるようなマイノ

リティー地域では善戦をしている。それ以外の

メーンストリームのところではアフマディネ

ジャドが圧勝というふうな構図です。あと１つ、

２つ、ムサビがポツポツと勝っているような地

方都市があり、たとえばヤズドがそうですけど、

しかしイラン全体でみると、首都とマイノリテ

ィー地域以外は大体アフマディネジャド優位

という傾向です。 
それから票数をみてください。イスラム共和

国下の大統領選挙という表の第９回というの

が４年前の大統領選です。４年前の大統領選で

は候補者が８人ぐらいいて、結構候補が乱立し

ていました。ハタミ師が２期務めてやめた直後

で、彼はどの候補も推さずに完全に中立を保っ

ていて、乱立状態でした。その中で元大統領の

ラフサンジャニ師と、当時テヘラン市長で全く

無名だったアフマディネジャド氏の２人が第

１回投票で上位２位になり、ともに過半数は制

しなかったので、決選の第２回投票に進みまし

た。決選投票の結果は、アフマディネジャドが

1,700 万票を獲得する一方、ラフサンジャニが

1,000 万票をとった。これが４年前の結果だっ

たのです。 
４年前の大統領選で第１回投票のときには、

アフマディネジャドは全国的にはまだ無名に

近い存在でしたから、そのときの得票と今回の

結果を単純に比べると全くのミスリーディン
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グになります。４年前の決選投票の票数と今回

の票数を比較すべきだと思うのですが、４年前

の決選投票で彼は 1,700 万票とりました。そし

て大統領の１期目の４年間のほとんどを再選

に向けた選挙キャンペーンのように使って、全

国をまわりました。全国 30 州あるのですけど、

30 州を２回グルッとまわっております。 
アフマディネジャド大統領は大体、週末、木

曜日、金曜日になると、内閣の半分ぐらいの閣

僚を連れて地方に飛ぶのです。そこで閣議をや

って、地方の州知事とか市長とかと会議をやっ

て、金曜日に金曜礼拝のところに行って演説を

して、地方遊説をやって帰ってくるパターンで

す。第１期４年の間にそういうのを 30 州で２

回やりました。 
 
陳情を直接受け付ける大統領 

 
彼の政治スタイルの特徴は、陳情を直接受け

付けることです。地方に行く際には、陳情用の

箱と記入用紙を一緒に中央から持っていき、そ

れから多額のキャッシュ、現金を抱えていった、

その場で陳情を受け付けるのです。大統領がパ

レードしていると、陳情を受け付ける車が徐行

しながらついてくるのです。その車の後ろに箱

と紙が乗せてあり、沿道の人はその紙をとって、

いろいろ書き込んで陳情するわけです。「うち

は家計が苦しい。これこれ、こういう事情があ

り、大変なのです。助けてください。お願いし

ます、大統領」みたいな内容を書き込むのです。 
 その紙を手渡しすると、大統領はもらって

自分のポケットに入れたり、受付用の箱があり

ますから、そこに入れたりします。一緒にテヘ

ランから地方に同行しているスタッフが陳情

の中身をバーッと読んで、「あ、これはいいな」

とか「この陳情は採用しよう」とかいったぐあ

いに対応し、給付金を渡すのです。ちょうど大

統領がテヘランに戻るまでの４～５日のうち

に、給付金が現金で陳情者に届く仕組みになっ

ているのです。 
日本の定額給付金というのは、１人当たり２

万円程度ですが、アフマディネジャドがこうい

うスタイルで配ったお金の額は、物すごく多い

のです。貧乏な人で、例えば家計の月収が４万

円とか４万 5000 円くらいの世帯に 20 万円ぐ

らい現金でポンと届くのです。４カ月分とか、

下手すると半年分の収入に相当する給付金が

キャッシュで来るわけです。日本の普通のサラ

リーマン世帯にたとえると、何百万円もがボン

と現金で来るようなものですから、そうすると、

やっぱり支持政党を変えようかなということ

になりかねないですよね。 
いままで、そういう生活の苦しい人たちが住

むところへのケアが中央政府からなされてい

なかった、そういうところを見繕って彼が行っ

て金をまくのです。４年間それをやり続けまし

た。ちょうど原油価格が高騰した時期とも重な

って、余剰金といいますか、潤沢にばらまく資

金がありましたから、それをやってきたのです。 
アフマディネジャドは４年前に 1,700 万票

とって、今回2,300万とか2,400万票とかです。

これには、多少の積み増しによる不正の結果が

含まれている可能性はあるとは思います。投票

前に投票箱の中にすでに票が入っていたとか、

開票の際に少し票を足したとか、あるいはすで

に死んでいる人のＩＤをとっておいて、だれか

に２回投票させたというようなことは、あり得

ることなのです。投票の確認としてハンコを押

したり、スタンプで指にインクをつけたりとか

しますけど、その際にすぐ落ちるようなインク

を使っていれば、組織ぐるみの２回投票みたい

な不正は田舎では可能でしょう。 
ですから、そういう形で少し多目にアフマデ

ィネジャドのところに票が上乗せされたとし

ても、2,000 万票を超える票を獲得した点はお

そらく確かだと思います。不正による上乗せ分

が１割か２割あったかもしれませんが、４年間

あれだけお金をばらまいていれば、実際の得票

が前回の1,700万票から今回2,000万票程度に

増える、そのくらいの素地は十分ありました。 
 
否定的な要因を持つ改革派 

 
他方、ムサビのほう、改革派、反アフマディ

ネジャド陣営のほうは、ラフサンジャニが４年

前の２回目の投票で 1,000 万票とっています。
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今回、ムサビは 1,300 万ぐらいとったというこ

とになっています。得票は増えています。です

から、選挙キャンペーン中にムサビの集会に何

万人か集まるようになった、上り調子だった。

それでこのくらいの得票まで行ったというこ

とは十分ありえたと思います。 
ですが、ムサビは最低 2,000 万ぐらいとって

いただろうか、アフマディネジャドを上回るよ

うな得票をしていただろうかという問いには

疑問符をつけざるを得ません。改革派のほうに

は非常に弱い、否定的な要因がいくつもありま

すから、私はそれほどの得票は難しかっただろ

うと思います。仮に、実際に 1,500 万票とった

ところを 1,300 万票というふうに少し下げて

発表されていたとしても、1,500 万票ぐらいが

おそらく限界で、2,000 万票まで行くというの

はちょっと考えにくいと思うのです。 
なぜかと申しますと、いわゆる改革派と呼ば

れているのは、革命直後にイスラム共和党とい

うのがあった頃に、イスラム共和党の中の左派

だった人たちでありまして、社会正義とか、革

命の輸出とかを強調する当時の強硬派だった

経緯があるのです。反米・反帝国主義とか、

1970 年代のイデオロギーがかった時代に若く

熱かった人たちの集まりだったのです。 
1988 年にイラン・イラク戦争が終わった後、

そういう路線が国民の中で全く人気がなくな

ります。そのまましばらく昔の路線で行ったの

ですが、92 年の選挙で大敗するのです。その

あたりから、彼らの用語では共和制、共和主義

というのですけれども、普通の用語でいうと、

自由主義とかデモクラシーとか、開放路線に変

わっていく。そのころから「左派」といわずに、

自分たちのことを「改革派」というふうにいい

出して、その中心人物がラフサンジャニとかハ

タミとかいう人たちです。ムサビはその時代に

はもう表舞台から引いていたわけです。 
ところが、彼らがいう「改革」というのは、

体制内改革だけなのです。なぜかと申しますと、

彼らは「自分たちが革命の功労者である」「革

命を成就させ革命政権を安定させたのは我々

の努力である」「我々が自分でつくった体制で

ある」という自負を持っているし、誇りもある

から、これは壊したくないのです。 
彼らは、いまのイランは革命の本来の大義か

らちょっとずれている、当初の目標からちょっ

とずれた方向、保守派の方向、右派の方向に行

っているので、それを戻さなければいけないと

いう考え方の持ち主です。ですから、より国民

の権利を尊重とか、より自由な報道をとか、い

ろんなことをいうのですけれども、イラン・イ

スラム革命体制自体を壊そうということは考

えていません。「イスラム法学者の統治という

システムは別に変える必要はない」「憲法はす

ばらしい。憲法に書いてある諸権利を完全に制

度化して実現することが改革の目的である」と

いう考え方です。 
ところが、ハタミ大統領のときにもこれをう

たって、８年間努力したのですけれども、持続

する成果を何も出すことはできませんでした。

これは保守派とかハメネイ師とかが抵抗した

からでもあります。 
今回、ムサビという候補を擁立しましたが、

掲げている政策とかはこれまでと一緒なので

す。ハタミ師のときと全くスローガンも目的も

同じで、改革派に新たな成長は何もないのです。

ハタミ師が大統領選に当選してから 12 年経ち、

改革派の候補者もより年をとっていますが、一

方で中身も変わっていません。 
それに加えて、改革派にはちゃんとした組織

がないのです。改革派政党の活動が許されてい

ないといえばそれまでなのですが、単にそれだ

けではなくて、彼ら自体に「前衛」的な意識が

あって、改革派にはいわゆる大衆政党化する意

識が欠けているのです。 
イラン・イスラム参加戦線党というのが、ハ

タミ時代に第一党として存在しました。しかし、

最盛期でも全国で 500 人規模にすぎず、国会

議員と国会議員予備軍みたいな人が党員で、そ

れ以外の人たちに門戸を開いていなかったの

です。ですから、改革派には組織の力がないの

ですね。人材も昔の人しかいません。一般国民

とのコネクションというのが基本的に欠けて

います。 
彼らのメッセージの伝達手段は新聞なので

す。イランでは政治家あるいは政党は自分の新
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聞を出して、それで国民とのコネクションをつ

けようとするのですけど、改革派の新聞は保守

派の政府から発行禁止にどんどんなりますか

ら、発刊継続は非常に難しいのです。最初のう

ちは、１つの新聞が締められると、次の日には

同じ人たちが別の名前の新聞を出すなど、イタ

チごっこみたいなことをやっておりましたけ

ど、改革派の新聞はだんだんつぶされていった

わけです。それで、残っている新聞も生き残る

ためにあまり厳しいことを書かなくなってし

まいますよね。 
 
ムサビ勝利の根拠はあまり見えない 
 
片や保守派のほうは、国家の権力と組織とネ

ットワークを使って、革命防衛隊とかバシージ

（民兵組織）とかも利用し、それから給付金と

かを最大限に使って政治をコントロールしま

す。しかも政治的な勘があって、タブー破りの

言説をするアフマディネジャドのような、選挙

の目玉になる比較的若い世代の非聖職者の候

補もいます。そういう保守派に対し、組織的、

人材的、ネットワーク的に脆弱な改革派が、投

票の３カ月前に 20 年間も政界から退いていた

67 歳の元首相を引っ張り出してきて選挙運動

をやっても、保守派に勝つような盛り上がりを

つくることは、できなかったというのが実情だ

ったと思います。 
ですから、ムサビ陣営、特にムサビ氏自身が

いう「我々が絶対勝っていたはずだ」という根

拠が、あまり私にはみえてこないのです。それ

から、相手側が悪いことをしているに違いない

というのは、これも一種の陰謀論であります。

イランへ行くと、結構いろんなレベルで陰謀論

が蔓延していまして、特にこういう熱気、感情

が高ぶるような政治状況になると、ムサビさん

のような知的な人でも、そういうふうな発言に

なるのかなと思うのです。 
改革派の側は、「勝っていないはずがない。

大都市では絶対ムサビ優勢だった、中都市でも

優勢だった」と言い続けています。「地方の小

さいところはアフマディネジャドかもしれな

いけど、イランは大都市がたくさんあるでしょ

う」という理屈なのです。あまり具体的な根拠

がなくて、そういう思い込みなのです。 
不正が本当にあったのであれば、それはきち

んと隠そうという前提でやっているでしょう

から、本当に不正がなかったと断言はできない

のですが、それでも選挙の勝者はアフマディネ

ジャドで、ムサビが２位だったと私は見ていま

す。両者の実際の票差がどのくらいだったかと

いうのはわかりませんけど、この順位まで変わ

るような操作がなされたとは思えない、という

のが私の総括です。 
 
なぜアフマディネジャドが勝ったか 

 
なぜアフマディネジャドが勝つのか。有権者

レベルでは、すでにお話ししましたように、経

済的に下のほうの階層と、いままで周縁とみな

されて中央政府からあまり気を使ってもらえ

なかったような地方にあえて赴いて、そこで社

会正義を実現することが自由とかよりももっ

と重要だとアピールしたのが、現職大統領が再

選を果たした勝因です。 
それから国内的には、これも非常にうまい手

法ですけど、「特権支配階層と我々」という対

立軸をあえてつくったことです。特権階層とい

うのはもっぱら聖職者を指しており、聖職者と

のコネクションでいままで事業をやったり、外

国貿易をやったりして富を蓄積してきた人も

たくさんいます。革命後 30 年の間に統治者と

しての特権を持っている聖職者と、その縁戚や

友人、取り巻きの人的ネットワークの人たち、

これを「特権支配層」というふうに呼び、「そ

ういう人たちが私腹を肥やしているから、あな

たたちはみんな貧乏なのです」という議論にし

て、「私は貧乏なあなたたちの味方です」とア

ピールするのがアフマディネジャド流です。 
彼が内政面であえてそのような対立軸をつ

くったのは、イランの革命体制の下でイスラム

聖職者が基本的に嫌われており、国民からの支

持がないからです。ですから、あの聖職者がい

けない、諸悪の根源だという議論は、国民の反

響を容易に引き出せるような話なのです。 
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いままではその聖職者への敬意とかタブー

とかで表面に出なかったのが、タブー破りで怖

いもの知らずのアフマディネジャドは、それを

あえて自分の政治カード、自分の手口や政争の

武器にしてやってきている。 
さらに外交問題、核問題なんかでは、庶民レ

ベルのナショナリズム、ポピュリスト的なナシ

ョナリズムも有効で、「イランはアメリカに対

して物を申せるぐらいの大国になったんだ」と

いうような物言いは、地方に行くと大喝采を浴

びるのです。受けるから、「我々にはウラン濃

縮用の遠心分離機が 7,000 台もある。すごいで

しょ」みたいな発言を続けるのです。 
庶民の有権者レベルで彼が受けているのは、

割と理解しやすいでしょう。では政治エリート

レベルでも、なぜ彼が受け入れられているので

しょうか。私は、アフマディネジャド個人が何

か権力を持っていて、独自に政治の采配をして

いるというふうには考えていません。彼は、い

わば今の体制の駒でありまして、いろんな人に

とって便利な存在なのです。使い勝手がよく、

使う価値があるわけです。政治エリートレベル

の中に、「アフマディネジャドがあそこにいて、

ああいうことをやってくれることは、我々の集

団の利益にとって非常にプラスである」と考え

てバックアップをしている人たちがいると思

うのです。 
 
世代交代の波に乗った 

 
どういう流れの中で彼は登場したのかとい

うと、一つは世代交代の波です。先ほどいいま

した革命功労者世代というのはだんだん高齢

になっていきます。ハメネイ師はかなり若いこ

ろ、わずか 50 歳で最高指導者になったのです

が、ことし 70 歳になります。ラフサンジャニ

師は５歳年長ですから 75 歳です。護憲評議会

書記のジャンナティさんは、ことし 83 歳。現

役の有力者が 70 代、80 代になってきました。

彼らよりもう少し下の革命世代も、60 代にな

っていっているわけです。 
改革派のほうは、ハタミ師が８年間も政権を

担当したにもかかわらず、自分たちの次の世代

に閣僚経験を積ませるようなことを一切しな

かったのです。できなかったし、やろうともし

なかった。したがって、次の世代のリーダーが

育っていないのです。次の世代が育っているの

は保守派のほうです。脇さんに最初に紹介して

いただきましたけれども、「治安保守」といわ

れる革命防衛隊系の人たちです。 
革命防衛隊というのは、そもそもイランには

国軍と革命防衛隊という２つの軍事組織が存

在し、イラン・イラク戦争が続いている間は２

つあってもよかったのです。２つあれば２倍に

いいみたいなものでしたけれども、イラクとの

戦争が終わった後に、革命防衛隊という存在に

一度クエスチョンマークがつくのです。なぜこ

れを維持しなければいけないのかというわけ

ですが、そのときに革命防衛隊の使命をもう一

回つくり直し、国内の革命体制の防衛というミ

ッションが強くなりました。 
イラクとか外敵と戦うのではなくて、国内の

革命体制を守るための防衛隊であるというわ

けです。特に西欧の文化侵略と呼ばれるような

ものに対する防衛ということもあります。です

から、非イスラム、反イスラム、世俗的なもの、

そういうものすべてに対抗するようなものと

して、革命防衛隊のミッションをつくりかえた

のがハメネイ師です。これは 1990年代の初め、

92 年ごろです。 
89 年に最高指導者になったハメネイ師は、

最初の３年はおとなしくしていました。どちら

かというと、当時は大統領だったラフサンジャ

ニ師のほうがいろんな実権を持っていて、彼が

政治の中心だったのです。ハメネイ師よりも５

歳年上で、ネットワーク的にもたけていたラフ

サンジャニ師の力がまさっていました。ハメネ

イ師はコム（イランの神学校が集まる聖地）に

基盤がないのです。マシャッドの出身で、コム

であまり勉強してないのですけど、ラフサンジ

ャニ師は革命まで長年コムで宗教界のキング

メーカーをやってきた人ですから、ネットワー

ク力は全然違うのです。 
それから、イラン・イラク戦争のときには、

ラフサンジャニが革命防衛隊とのリエゾン（連

絡調整役）をやっていたのです。コマンダー・
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イン・チーフ（最高司令官）はホメイニ師でし

たが、最高戦争評議会におけるホメイニ師の名

代はラフサンジャニだったのです。ハメネイ師

も当時そこに大統領として参加していました

けれども、一番実権を持っていたのはラフサン

ジャニ師でした。89 年に最高指導者になった

ときのハメネイ師は、ラフサンジャニ師と比べ

ると３分の１ぐらいの権威と力しかなかった。

それを対等なものに押し上げるために支持基

盤をつくらなければならず、そこで革命防衛隊

を取り込み、しかもミッションを新たにしたの

です。 
イラクと戦争していたころの革命防衛隊の

ベテランやコマンダー連中をちょっとワキに

置いておいて、ハメネイ師がもっと新しい世代

による革命防衛隊を育て出したのが 92 年です。

それから 17 年も経っていますから、そのとき

に若かった人たちが、どんどん革命防衛隊の中

核として育ってきている。 
それから、革命防衛隊は単に革命体制を防衛

する組織というだけではなくて、多角経営を始

めました。いろいろと、たとえば、文化の世界、

ジャーナリズムの世界、ビジネスの世界、外国

との貿易、それから外国のイスラム抵抗運動な

んかを支援するような部門と、多角化していき

ました。そういうのは全部ハメネイ体制の中で

出てきて、それを担ってきたのがいわゆる第２

世代、アフマディネジャドのような 50 代半ば

から 50 代後半にかけての人たちです。 
革命のときに大学生だったジャアファリー

という人が、いま革命防衛隊の総司令官になっ

ていますけれども、彼とアフマディネジャドは

同じ歳です。そういうところ、ハメネイ師が育

ててきた人脈がどんどん重要なポストに就く

ようになってきているのです。この集団の利益

は、世代交代の推進、実権を革命第１世代から

彼らのような第２世代にどんどん移していく

ことです。革命防衛隊は非聖職者の組織ですか

ら、革命後から聖職者が握ってきたさまざまな

実権を非聖職者が握るようになるという流れ

にもなります。イランではどんな小さなことを

決めるにも部屋の中に必ず１人坊さんが座っ

ていて、彼がオーケーしないと何も決裁できな

かったのですけど、そういうのはだんだんなく

なってきました。 
国会でも最初は聖職者の議員が 100 人ぐら

いいましたけど、いまは 30 人ぐらいに減って

います。昔は三権みな聖職者が握っていました

が、いまは三権のうち２つ、国会議長と大統領

は非聖職者が就いています。そういう流れの中

で、第１世代から第２世代への世代交代、坊さ

んから非聖職者への実権の移行が始まり、その

中からアフマディネジャドが前面に出てきた

のです。 
彼自身に何か特別な力があって、個人の支持

基盤をつくって台頭してきたのではありませ

ん。テヘラン市長になったのも任命であり、選

挙で選ばれたわけではありません。彼にとって

最初に出た大きな選挙である４年前の大統領

選で、たまたま当選した格好ですが、そこには

やっぱり組織的な後押しがあったわけです。革

命防衛隊系の組織、ハメネイ師の事務所、それ

から護憲評議会のジャンナティ書記を棟梁と

するような「文化保守」の一部の後押しです。 
４年前は、利権の固まりのように見られるラ

フサンジャニ候補の対極としての庶民派とし

て売り出し、それが当たったのです。その後、

４年間で自分の名を売り、アフマディネジャド

の政治スタイルを売って、今回の選挙では、第

１世代との対比というのを前面に出しました。

怖いもの知らずの、歯に衣を着せぬタブー破り

の言動を、非常にうまい形で出すことによって、

過去の 24 年間と私の４年間の対比を、支持固

めに使いました。 
 
「第三の革命」論 

 
革命防衛隊がやっている通信社でファール

スというのがあります。今回の大統領戦後にフ

ァールス通信が出した論評で、朝日新聞なんか

にも紹介されたと思いますけれども、今回のア

フマディネジャド再選は「第三の革命である」

という論評がありました。第一革命がイラン立

憲革命、第二が 79 年のイスラム革命。第三は

イスラム聖職者支配から脱却する革命みたい

なものです。要するに、イスラム革命はいいの
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だけれども、お坊さんによる支配はもう要らな

い。イスラムと革命思想だけで、我々がやれる

ような革命体制がいいということでしょう。 
革命防衛隊の中にも思想研究所みたいなの

があって、そこの所長が３～４年前行った演説

を、私は今回の事態を踏まえて思い出しました。

彼の演説は「イスラム革命体制を守るのは防衛

隊の使命である。汚職にまみれ、根性が腐った

聖職者たちに任せていたら倒れる。だから、私

腹を肥やしたり、社会正義に反する行動をした

りするような聖職者を取り除くことが、イスラ

ム革命体制にとって必要なときもある。そのと

きは我々がやるんだ。コーランとチェ・ゲバラ

の思想があれば、革命体制を続けていける。そ

れこそがいま必要だ」というような内容でした。 
そういう主張をする人がだんだん社会の中

で発言力が増していく中で、アフマディネジャ

ド現象というものが出てきました。彼一人でい

くら頑張っても、組織も人脈もない一匹オオカ

ミです。学生時代の友達が大統領顧問や内務大

臣になっていますけど、それぐらいしか友達が

いない人が政治の前面に出てくるにはそれな

りの理由があるのです。 
最高指導者はなぜ彼を支持しているのでし

ょうか。６月 19 日、投票日から１週間たった

ところの金曜礼拝で、ハメネイ最高指導者は、

アフマディネジャドを最大限の賛辞をもって

擁護しました。選挙キャンペーン中、特にテレ

ビ討論でアフマディネジャドはラフサンジャ

ニを批判し、これに対してラフサンジャニはハ

メネイに信書を書き、しかも信書を公開して抗

議をしたのですけど、それに対する返答として

ハメネイは「ラフサンジャニは私腹を肥やして

いるような政治家ではない。彼は革命に対する

功労者であり、私は５２年間にわたる盟友であ

る。しかし、彼の考え方と私の考え方には大き

な違いがある。ムサビやラフサンジャニといっ

た人たちの政策的な見解と比べると、価値観や

世界観のレベルで、アフマディネジャドと私は

非常に近い」ということを言ったのです。つま

り、ラフサンジャニとアフマディネジャドがい

たら、私はアフマディネジャドの側に立ちます、

ということを公に宣言したわけです。 

選挙に不正があったか否かということより

も、ハメネイがここまでしてアフマディネジャ

ドを自分の支配といいますか、統治の権威の確

立のための材料として取り込もうとした。そこ

に非常に注目をしております。 
 
短期的にはハメネイ師の勝利 

 
これまでの説明に時間がかかってしまった

ので、抗議行動についての説明を省略して今後

の見通しに移りたいと思います。 
短期的にはこのようにハメネイ最高指導者

が勝利をしている。彼はアフマディネジャドみ

たいな人間に勝ってほしい。イスラム革命体制

を守るためには、ラフサンジャニみたいな者に

実権を与えると、あしたにでもアメリカとの関

係を改善してイスラム革命体制を風化させる、

空洞化させてしまう。ですから、ラフサンジャ

ニみたいな人たちに実権を与えてはいけない。

そのためには、ラフサンジャニやその背後にい

る聖職者たちに背を向けてでも、アフマディネ

ジャドを引き込むことによって体制を維持し

なければいけない。そういう計算のうえでの勝

利だと思うのです。 
 
中期的には非聖職者の勝利 

 
ところが、中期的には、ハメネイ師の現在の

統率力が何らかの理由で弱まった場合、彼が病

気になったり、何かの失敗でみんなの反感を買

ったり、あるいは若手が謀反を起こして彼を上

回るようなことをいい出したような場合には、

自らを支えるバックアッププランがないので

す。ラフサンジャニも聖職者界もハメネイ師自

身が意図的に弱体化させましたから、そのとき

にハメネイ師自らを守ってくれるような同志

も集団もいないのです。そうすると、短期的に

はハメネイ勝利ですけれども、中期的には第２

世代の非聖職者政治エリート、アフマディネジ

ャドみたいな人たちの勝利になるともいえる

でしょう。 
ここまで、通りに出て抗議している人たちの
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ことに触れてきませんでしたが、彼らは自分た

ちの運動のことを“緑の波”というふうに呼ん

でいます。彼らは全国民の中ではいまのところ

は少数派かもしれませんけれども、都市の中産

階級とか富裕層がアフマディネジャド路線み

たいなものに根本的に反対をしている、反発を

感じているというのは事実としてあるわけで

す。こういう人たちの存在があるからイランの

社会というのはより深いし、将来に希望を持て

る部分があると思うのです。 
イスラム革命体制が 30 年続き、それがかな

り強固なものとして確立されておりますし、そ

のかなめはイスラム法学者支配、お坊さんが特

権階級として支配をするということです。これ

がいろんな制限をつくり出し、非常に窮屈で内

側からの体制変革ができない形をつくり、障害

になってきていることは事実を受け入れなけ

ればなります。それに対し、いわゆる改革派は

無力で、この体制の障害物を壊すことができな

い。 
 
一般国民の出番がある 

 
ところが、だれかが壊さないと、ずうっと不

自由なまま行ってしまう。一般国民は壊す手段

を持っていない、組織も持っていないし、意図

はあるかもしれませんけど、なすすべがない。

他方、そのような手段をもっているのが、アフ

マディネジャドのような保守派の若手の強硬

派です。 
近くない将来に、彼あるいは彼のような内部

からの破壊者が出てきて、「それを壊す」とあ

る日突然いい出すかもしれないのですけど、そ

ういい出して壊したときに、今度は一般国民の

役割、出番が回ってくると思うのです。一回、

聖職者支配体制のリジットなものが内部から

の破壊によって壊されたら、今度は、革命ガー

ド路線か、それとも一般国民の開放路線、自由

化、民主化路線か、そういう闘いになると思う

のです。そのときは、もうお坊さんたちは散り

散りばらばらになっていて、集団としてはあま

り力を持たないでしょう。 
そうなったときに、軍国主義的な、革命主義

的な革命防衛隊的な方向か、それとも一般市民

の、もうちょっと自由な、国際社会と協調して、

民主主義とか、基本的な人権の確立とかを目指

す方向に行くか。そういう闘いになると、緑の

波の運動のほうにも分があると思うのです。 
それが５年後に起こるのか、10 年後に起こ

るのかわかりませんけど、ハメネイ体制という

のは、そんなに 10 年も続かないと思うのです。

彼ももう 70 歳ですし、ひょっとしたら３～４

年でくじけるかもしれない。そこから後が問題

だと思うのですけど、その部分では明るい見通

しも持てるのではないかと、今回の騒動を見て

思うのです。 
 
司会 どうもありがとうございました。 
会場からの質問に移る前に、今回の抗議行動

について、若干、補足のコメントをいただけま

せんか。ハタミ前大統領の時代には、ハタミさ

ん自体は聖職者の一員でしたが、改革派の一部

が突っ走ってイスラム憲法否定みたいなとこ

ろまで行って、逆に弾圧を受けました。今回も

似た要素はありますが、街頭の動きとか、バシ

ージの民兵のバイクがデモを取り囲んで警棒

を振り回す場面とか、かなり詳細な状況が動画

で外に流出してくるというのは、ハタミ時代と

の非常に大きな違いだと思います。ＩＴによる

政治状況の変化といったことで、コメントがあ

れば一言お願いします。 
 
中産階級が街頭に出た 

 
松永 国外ではイランの中で起こっている

ことを動画とかでみることができましたけど、

国内ではインターネットのスピードがものす

ごく遅いのです。国内からユーチューブなんか

に映像を載せるいろんな策が試みられたでし

ょうが、国内で一般にそうした動画を簡単に見

られるという状況でもないと思います。 
そういう形で映像とともに何が起きたのか

証拠を残せますから、弾圧するほうもやや難し

くなったと思いますが、今回は抗議運動のほう

の組織性をあまり感じません。ハタミ時代に通
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りに出てきた運動の人達は、活動家とか学生運

動の人たちが中心でしたから、もうちょっとプ

ログラムとかありました。今回は、一般市民が

自発的にムサビの声にこたえる形で、あるいは

自分たちの憤りを表明するとか、反感を表明す

るために三々五々集まってきているんですね。 
三々五々で 10 万人とかというと、物すごい

感じがしますけど、イランでは通りに大衆が集

まって行動することが、慣例や宗教儀礼、それ

から国家の動員においてもかなり多いんです。

革命のときホメイニ師が戻り、79 年２月１日

に人でいっぱいになったキャリームハーン・ザ

ンドという通りが、今回もまたいっぱいになる

ような形になっています。 
それから、アーザーディーという結構大きな

通りが人波で埋まるのはなかなかすごいこと

ですが、イランではああいう現象が１年に何回

かあるのだと、多少割り引いて見なければいけ

ないでしょう。ただし、今回は街頭に出た主体

が違います。今回は一般の、中産階級の反アフ

マディネジャドの人たちが自発的に出てきて

ああいう行動をやっているのです。 
２日前の日曜日にもテヘランの真ん中あた

り、シャリーアティー通りの近くのゴバーとい

うモスクのところで、中規模の抗議集会があり

ました。その日は、イスラム共和党本部が爆破

されてベヘシティという人や、七十何人かが亡

くなった命日で、そのメモリアルという名目で

ムサビ陣営が許可を取っていた集会だったの

ですが、今回の選挙の不正を糾弾する集会に急

遽なっちゃったんです。そこに警官隊がやって

きて弾圧をしたのですが、このようにまだ抗議

行動は続いています。 
私はもうちょっと早く鎮圧されて、抗議行動

が収束するかなと思っていたのですが、一般市

民が、組織もなく、それからリーダーシップも

なくてやっている割には抗議行動が続いてい

ます。ですが、「オレンジ革命」のような形に

発展しつつあるのかというと、通りに出てきて

いる人たちの間の中から指導者とか、ネットワ

ークとか、中核組織とかが出てくるような様子

はみられないのです。スローガンは叫びますけ

ど、それ以上の段階に至らないというあたりに、

現在の改革派、それから緑の波運動のほうの限

界が感じられるのです。 
 

質疑応答 

 
質問 ４点うかがいます。まず、革命防衛隊

の若い人たちが仕事を終えた後、制服を脱いで

デモに参加しているという報道もありますが、

そういうことは起こり得るのでしょうか。第２

点は、今回の騒動におけるアメリカの浸透度で

す。ウクライナのオレンジ革命とか、かつての

ポーランドの「連帯」の運動などと比較して、

アメリカの浸透、関与の度合いはどの程度とみ

ていらっしゃいますか。３つ目は、核問題が今

後どういうふうに展開するかの見通しです。４

つ目は、革命防衛隊を中心とする第２世代が影

響力を増し、それと改革を求める人々との綱引

きになるという見方についてです。革命防衛隊

が「革命は銃口から」というふうに前面に出て

くるとうのは先軍政治みたいな感じで、あまり

改革派にとって楽観的な展開は望みにくいと

思うんですが、いかがでしょうか。 
 
核問題への影響 

 
松永 最初の問いについては、革命防衛隊で

も徴兵で入っている若者がいると思うんです。

最近はお金で回避もできるのですけれども、イ

ランには２年間とか１年半とか徴兵義務があ

りますから、そこで治安警察に行ったり、正規

軍に行ったり、革命防衛隊に行ったりします。

ですから、徴兵で革命防衛隊に入っている人た

ちなら、そういうこともあり得るかなと思いま

す。 
２番目の問いのアメリカの浸透度ですけれ

ども、これはあまり浸透していない。やはりイ

ランの社会の側にもアメリカの介入を受け入

れる素地があまりないんじゃないでしょうか。

外から来る反体制というと、いわゆるモジャー

ヘディーネ・ハルク以外にも、アメリカのカリ

フォルニアをベースにする王党派の存在があ

り、ペルシャ語の衛星テレビ番組をアメリカか
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ら放送しています。イラン国内でもみている人

たちはいますけど、そこでいわれていることに

対して信頼感を全く置いていないのです。「あ

いつらもアメリカも同じ穴のムジナ」といった

反応ですね。 
ですから、結果論でもありますが、アメリカ

の浸透度というのは非常に低かった。通りにあ

れだけの人たちが出てきているのに、その中か

ら何か新しいものが始まるという気がしない

一因はそこだと思うんです。仕込まれておらず、

仕込みが終わってないから、そこで芽が出ない

という気がします。 
核問題については、だれがイランの大統領に

なっていても、核問題の方向性とかスピードと

かに変化があるとは思われなかったので、そう

いう意味では影響はないかと思うのです。アメ

リカが、オバマ政権がいわゆるエンゲージメン

ト（関与）政策をやるに当たって、最終的な合

意の落としどころの可能性としてイランの平

和的な核技術の利用を認めるとの見方もあり

ます。単にアフマディネジャドが再選を果たし

ただけだったら、それでもよかったのでしょう

が、これだけの混乱が起きて一般市民が殺され、

それが映像として流れたりすると、オバマ政権

もイランを非難しなければならず、そうなると

イラン側も態度を硬化させます。だから、クー

ルダウンするまでどのくらいかかるかわかり

ませんけど、ちょっと遅れることになると思う

んですね。 
ただし、アメリカの民主党のエンゲージ派の

論理というのは、ブッシュ政権の８年間、制裁

を課して非難し続けたけれども、実際にはイラ

ンはどんどん核技術を蓄積し、ウランも濃縮し

ていって、悪い結果しか出てないのだから、今

度は関与を進めなければならないというもの

です。そういうロジックですから、こういう出

来事があったとしても、エンゲージ路線を追求

したいというところは変わらないと思うんで

すね。もちろん、アメリカ国内にも、それから

イスラエル政府とかにも、強い反対論がありま

すから、その反対を抑えながらどのくらい実際

にエンゲージメントを続けていけるかが難し

いところですけど、私は期待しながら見守って

います。 
４番目の質問について、革命防衛隊はいまや

軍隊としてではなく、文化的、社会的な側面で

の革命の担い手の性格を強めています。文化的、

社会的な側面で革命の風化を防ぎ、反米・イス

ラム革命体制をあくまでも守るために、いろん

なところの社会的自由とかを抑圧しなければ

いけない、男女の風紀の乱れとかをちゃんと制

限しなければいけない。そういうことなんです。

したがって、軍事のプロとして政治に介入する

とか、社会に介入するのではなくて、そういう

介入が革命防衛隊の仕事になっているもので

すから、銃を振りかざしてどうのこうのという

のは、私が彼らについてもっているイメージと

はあまり合わないともいえます。 
 

質問 先生は長期的な見通しとして「緑の波

運動支持者」の勝利の可能性にも言及されたの

ですが、緑の波運動支持者をどういう意味で使

われているのか、その人たちは最終的にどうい

う体制を目指しているのか、何をもって勝利と

いえるのか、ご説明願います。 
 
「緑の波」が求める自由 

 
松永 「緑の波」自体は、ムサビ陣営が使っ

ている言葉です。ムサビ支持者が緑の服とか格

好をしているところからもわかると思うんで

すけれども、緑というのはそもそもイスラムの

色です。ムサビ氏らのもともとの意図としては、

自分たちはイスラム体制に反旗を翻している

のではなく、我々もイスラム革命はいいことだ

ったと思うし、イラン・ナショナリズムもいい

と思うと言っているのです。 
「緑の波」というのは、市民運動とか社会運

動とか、そういうものの継続をイメージしてい

ると思うのです。その名前をムサビ氏が使い、

それが現在の一般の市民の抗議運動、緩い意味

での運動の象徴になっているのです。それを

「緑の波」派と呼ぶとすると、では彼らは何を

求めているのでしょうか。いろんな制限を撤廃

して、もっと自由にして、国民的な人的資源の
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いろんなポテンシャルを開花させたいという

ことにつきると思います。 
商業的な機会、政治的な機会、それから勉強

の機会とか、いろんな国際社会との交流の機会

が容易に手に入る社会にしていきたいという

ことです。イランはイスラム革命を確かにやり、

当時はああいう形でアメリカに異議申し立て

をし、大使館を占拠して国交を断絶する必要が

あったが、もうそれを続けていく必要はないだ

ろうということです。イラン社会がもっと発展

するために、いまはそういう規制を取っ払って、

国際社会と仲よくすることにイランの明るい

将来があるという発想です。 
ですから、過去を全否定するわけではないし、

いままでの体制を、暴力を使ってでも維持しな

ければいけないというのとも違う、新たな市民

運動的なものです。ムサビ氏は非暴力というの

を非常に強調し、合法的な手段ということも強

調しています。もしムサビのこの指導力という

のが継続するとしたら――私は懐疑的ですけ

ど――、ガンジーの平和的手段によるイギリス

の植民地支配に対する闘争みたいな、長期的な、

非暴力の、市民母体の社会に根差した運動とい

うものを彼は組織していきたいと思っている

のでしょう。 
ただ、短期的には、彼らの周りにいる人たち

は次々に逮捕され、新聞なんかもどんどん閉鎖

されています。インターネットも使えないよう

になっている。ムサビ自身も、選挙不正の訴え

を取り下げなければ、収監されてもおかしくな

いと思うんです。彼が収監されたら、彼自身に

カリスマ的な力があるわけではないですから、

緑の波とムサビのコネクションは切れると思

うんです。 
この体制は今までに有力者を何人も逮捕し

てきています。モンダゼリ師のような人だって

５年間も自宅軟禁していますし、アブドラ・ヌ

ーリとかキャルバスチーとか、数え出したら切

りがないぐらいたくさん有力者を投獄してい

るんです。ですから、ムサビ氏も明日にでも過

去の人になる可能性があるのです。  
1999 年のときのテヘラン騒擾というのは非

常に参加者が限定的で、関与していたのは学生

だけでした。ところが、今回は選挙の前後に多

くの市民が参加する形になりました。一般市民

が関与できるような枠組みがあり、より広い一

般の市民の間に不満がたまっていたことで、違

いがでました。「選挙は不正だ」「ムサビ、ムサ

ビ」と叫ぶことによって、その不満が表現でき

るような環境がセットアップされておりまし

た。その結果、運動の指導部が不在で、ネット

ワークもないですけど、一般市民の間には何ら

かの形での抗議を続ける意思があるようにも

みえるのです。それがうまく運んでいけば、こ

の「緑の風」は５年、10 年、15 年の運動にな

り得るかな、というふうに私はちょっと思って

います。 
 
非聖職者化を進める意思がある 

 
質問 中長期の見通しで、中期的にアフマデ

ィネジャドが勝っても、最終的には「緑の波市

民路線」に負けるかもしれないという趣旨だろ

うと承ったんですけれども、それではアフマデ

ィネジャドはこれから４年間何をやろうとし

ているのですか。そういう市民革命を阻止する

ために強権的な政治をやろうとしているんで

しょうか。 
 

松永 市民運動のほうの標的はハメネイと

この体制だと思うんですね。アフマディネジャ

ドは、体制の前面にいる先鋒、一つの駒でしか

ないと思うのです。ですから、対立しているの

は、自由を求める一般市民と窮屈な体制、それ

を護持しているハメネイです。その対立構造の

中でのアフマディネジャドの役割は、私の議論

が正しければ、この窮屈なものを破壊していく

要素にもなり得る両面性を持つものです。彼は

世代交代について非常に強い意思を持ってい

るし、非聖職者化を進めるということでも非常

に強い意思を持っています。 
これから街頭の抗議行動の問題が片づくと、

ハメネイとアフマディネジャドの間のテンシ

ョンが目立つようなことになると思います。い

まはハメネイのほうがアッパーハンドを持っ

ていますが、そのうち何らかの理由で、例えば
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病弱になったりして、統率力がなくなると、ア

フマディネジャドなど、第２世代のパワーが強

まるでしょう。そのときに、これまでの聖職者

支配の堅い構造が彼らによって壊される日が、

そう遠くない時期に来るかもしれません。 
そうなったら、今度は、一般市民とか、市民

運動とか、改革派の人たちの出番も来るのでは

ないでしょうか。それまでは、彼らは弱いので、

この堅い構造を壊すことには貢献できないし、

改革派には、たとえばハタミ師らのように、聖

職者支配の構造を壊したいと思ってない人た

ちもいます。 
アフマディネジャドは怖いもの知らずです

から、壊しかねない勢いがあり、それはイラン

の将来にとって必ずしもマイナスではないの

ではないかというのが、逆説的ですが私の議論

です。厳しい軍国主義的な方向に一度は向かう

かもしれませんが、イラン社会のポテンシャル、

少なくとも都市部、教育を受けた層の人たちの

ポテンシャルを考えると、そんなに簡単に長期

間の軍国主義的支配とか、個人型権威主義支配、

エジプトやシリアのようなスタイルの抑圧的

な状態に、黙ってずっと従うようなことはない

だろうと思われます。 
 

司会 アフマディネジャドは第一期に経済

テクノクラートと次から次にぶつかり、中銀総

裁とか、いろんな経済官庁の大臣が相次いで辞

めました。「２ケタのインフレ下での利下げ命

令」など、アフマディネジャドが主張する経済

政策が経済専門家からみると大変ばかげてい

るということが衝突の理由の一つでしょうが、

もう一つの理由として、中央銀行とか、石油省

とか、いろんな経済官庁に、大統領が革命防衛

隊出身者を次から次に幹部として送り込もう

として、役所の側のテクノクラートが猛反発し

たという事情があります。 
今回の選挙後にも、トルカンというラフサン

ジャニに近い大物の石油省次官が更迭されて

います。アフマディネジャドがやろうとしてい

ることには、これまでテクノクラートの聖域だ

ったような経済官庁とか中央銀行とかに、革命

防衛隊系の人物を幹部として送り込み、そこも

第２世代の「治安保守」人脈によって牛耳ろう

という意思を感じるのですけど、いかがですか。 
 

松永 そうなんですよね。ですから、短期的

には、いろんな専門的ノウハウの蓄積なんかが

崩されていっちゃうと思うんです。予算計画庁

も統廃合されましたし、それからイラン統計局

とか、中銀とか、統計値を出しているところが、

あまりにも恣意的な政治介入を受けていると

いう感じもします。国民みんなが、インフレが

こんなに加速しているという実感があるとき

に、物価が下がりましたという統計を出してき

て、そのグラフをテレビで見せたりしていまし

たけれども、ムサビなんかは、それをアフマデ

ィネジャドの「うそによる統治」と批判してい

るわけですね。 
そういう方向がしばらく強まると思うので

すけれども、それが十何年も続くとは私には思

えません。それから、テクノクラートの支配と

いうと、よく聞こえますけど、特権化した政治

エリートが経済を牛耳り、うまい汁を独占して

いるという見方をすれば、それを壊すことにも

何らかの意義があるのかもしれません。転びよ

うによってはですが……。 
 
質問 今回の選挙の結果に反対している勢

力の話にまた戻るのですが、そもそも何で数万

人以上の規模のデモが巻き起こったのかの理

由です。都市部の人たちの疑念が非常に強く、

それでああいう展開になったという話ですが、

そこに陰謀論みたいなものの土壌があったの

でしょうか。それに加えて、ＩＴやメディアの

影響なのでしょうか。運動の組織性が弱いとの

指摘でしたが、それなのに大きな規模でこれほ

どの現象が起きたのかという理由を、もう少し

補足していただけますか。 
 
都市中産階級の疎外感 

 
松永 ご指摘のとおりの側面も確かにある

でしょう。ただ、印刷されている新聞を例にあ

げると、ハタミ大統領の最初の２年間など、み



17 
 

んな競って新聞を読み、１人で何紙も買って読

んでいたのですが、いまや新聞が読まれなくな

ったというような現象もあります。 
ＩＴについては、インターネットでＢＢＣの

ペルシャ語版とかをチェックするような層と

いうのは、数が限られていると思うのです。都

市の普通の人たちがアフマディネジャドに対

して反発を覚える理由は、階級的な意識の違い、

文化の違い、生活スタイルの違い、皮膚感覚で

の嫌悪など、いろいろあると思います。ばらま

き政策に対しても、ほかのところ、地方の低所

得層にもっぱらお金をばらまいて、自分たちの

ところには来ないし、自分たちのところには、

それによるインフレの悪い影響だけが来ると

いう不満もあるでしょう。 
都市の普通の中産階級の人たちを差しおい

て、違うところにばかり顔を向けた政策をやっ

ていることへの反発です。自分たちは政府のい

ろんな政策の受益者であるべきだと考える都

市の中産階級、要は国民の柱となるような人た

ちが疎外されている。そういう政策に対する反

発も当然あると思いますね。 
スタイル、文化、階級的な意識の違いなどが、

選挙という政治参加の機会に前面に出てくる

という点では、テレビ討論のインパクトが大き

かったと思うんですね。4,000 万人ぐらいがテ

レビ討論をみた――本当かどうかわかりませ

んけど――といわれていて、私も見ていて非常

におもしろかったですし、今の体制が嫌いで、

政治家が嫌いな人たちもみて楽しめるような

要素もありました。この選挙というのは、いろ

んなものの考え方とか、対立軸とか、意見の違

いとかを提示する機会を提供したことは間違

いなくて、その中から「緑の波」も出てきたと

いえるでしょう。 
アーザーディー広場での抗議集会の初日な

んか、娘を連れているお父さんとか、割とのん

びりした雰囲気で、本当に自分たちが勝ってい

るという意識もあったんでしょうけれども、家

族連れで出てきて何か異議申し立てをするよ

うな形があったと思うのです。加えて、ああい

うものを許すことができるぐらいの余裕も体

制側にあったと思います。従って、改革派幹部

など政治エリートに対する弾圧はちょっと浮

いていました。 
これは改革派の人がどこかで書いていたこ

とですけど、本当にアフマディネジャドがあれ

だけ大勝していたら、どうしてこんなに弾圧す

る必要があるんだ。どうして新聞を閉めなきゃ

いけないの。おかしいよねと。そういう、ピン

ポイントでの体制側の過剰反応には奇妙な、お

そらく計画的なところがあるように思います。 
99 年のときと治安部門の幹部はほとんど代

わっていないんです。ですから、どういう通り

に出てきている人たちを鎮圧するにはどうす

ればいいと、割と簡単に計算できるので、一般

国民の抗議については泳がせていた部分も最

初はあったと思うんです。 
新しい部分、情報通信テクノロジーとかの直

接的な影響というのは、私自身はあまりストレ

ートな形であったとは言い難いと思います。国

際短波ラジオとか衛星テレビとかありますけ

ど、アルジャジーラをイランの人が結構みてい

るんですが、映像がいいからみているだけで、

アラビア語がわからないから内容はよく理解

できないといった状況もありますし……。 
情報通信技術の利便さが増していることと、

今回、通りに出てくることの容易さとか、集ま

り方の容易さというのが、直接対応していると

いう感じを私は持っていないのです。 
 
質問 いまのお話ではテレビ討論の影響力

の説明があり、一方で衛星テレビや短波ラジオ

など外から入ってくるメディアの影響力は小

さいのではという説明がありました。それから

今回の抗議運動では、インターネットで女性が

殺されたシーンの映像なんかが出てくること

が注目されてもいる。そういうようなことを全

部ひっくるめて、「緑の波」が将来は立ち上が

ってくるんじゃないかというお話ともあわせ

て整理すると、どうなるのでしょう。「緑の波」

とメディアやＩＴの革命は無関係ということ

をおっしゃろうとしたのか、そこをちょっと確

認させていただきたい。 
 



18 
 

制限されたメディアの役割 

 
松永 インターネットの普及がもうちょっ

と進んで、ニュースサイトなんかも本当に自由

にみられるようになったら、ポジティブな方向

で影響を与えることになるかと思います。です

けれども、ハタミ時代、新聞が非常に充実して

いた時代に比べると、いま出ている新聞は、発

禁を恐れてあまり深い内容とかタブーになる

ようなことは書けない状態になっていますし、

人々があまり読まなくなっています。国営放送

はあまりおもしろくないから、違う衛星放送な

んかはみるけれども、本当に彼らの生活とかに

密着したようなニュースは海外のテレビでは

やりませんよね。ですから、いろんなメディア

がありますけど、その影響はあまり深くないよ

うな……。これは個人的な印象なんですけど。 
本当に自由にしたら、もうちょっと良質なも

のがどんどん出てくると思うんですけど、メデ

ィアはいま非常に制限されており、雑誌でも昔

はたくさん良質なのがあったんですけど、ほと

んど全部発禁になっているんです。特にアフマ

ディネジャドになって、そういう締めつけが非

常に増え、大学でもまともな教員を首にして、

アフマディネジャド系みたいな人の教員をど

んどんふやしています。 
そういう流れには学生の側も反発するわけ

で、反発がなければ本当に全体主義になっちゃ

うと思うんですけど、抵抗の根拠となる材料と

しての良質の情報を得にくいので、陰謀論的な

情報に惑わされてしまう。 
例えば、今回もムサビが「私は殉教の用意が

ある」といったとされる情報が、いわゆるトゥ

イッター、３行ぐらいで伝達するものでバーッ

と流れて、ニューヨークタイムズにもテレグラ

フにもロイターにもキャリーされましたけれ

ども、あれはよく考えてみたらムサビがいうよ

うな発言じゃないんですよね。そういうウソ情

報を流してでもいいから、何かこのウエーブを

盛り上げようとするのは、やっぱり健全ではな

いでしょう。ポテンシャルは高いんだけれども、

いろんな制限が多くて、健全ではない社会で起

こりやすいような現象がみられているのじゃ

ないかと思っているのです。 
アフマディネジャド政権みたいなのはその

部分で悪影響は残すけれども、それがまだ改善

の余地があるところで倒れてくれるという展

開がいいのかなと思っています。 
 

司会 イランという国は、中東の中では希有

な、インテリのミドルクラスがかなり厚い層と

している国ですね。その一方、アフマディネジ

ャドが現金を運び、大統領府の裁量による特別

給付金をもらって大統領に喝采を送る低所得

層が、これまたウン千万の厚い層になっていま

す。その２つの社会階層の綱引きというか、優

劣については、どういうふうに考えればいいの

でしょう。 
 
中間層に頭脳流出の恐れ 

 
松永 中間層のインテリなんかは、国外流出、

ブレーンドレーン（頭脳流出）の危険が非常に

高いでしょう。アフマディネジャドが再選され、

もうイランは嫌だと、新たに国を出ようと思う

人たちが増えると思うんです。 
こんな状態が長く続くとかなり困ると思い

ますし、地方のほうも本当の開発をしないと、

そういう貧困状態が続き、貧富の格差を給付金

で解消するというのは難しいわけです。原油価

格が下がったら、給付金ばらまきの財源も乏し

くなりますから、また不満が出てくると思うん

です。ですから、根本的な解決にはなりません。

本来であれば、計画予算庁みたいなものをちゃ

んと活用して、テクノクラートも使いながら開

発政策を進めていけばよかったんですけど、内

部破壊者としては、とりあえず壊す方向に今行

っているのです。 
質問 今回の不正選挙の背景といいますか、

根本には、どうも核が強く結びついているので

はないか思うのです。アフマディネジャドが就

任した後に核開発を進めましたね。もちろん、

今回の選挙でムサビ氏も核開発には反対では

ないわけですけれども、アフマディネジャド大

統領は、いままでやってきた４年間の核開発を
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今後４年間で完成させたいという思惑を強く

持っていたのではないでしょうか。そのねらい

は中東の覇権でしょうし、シーア派の影響力を

中東全体で広げていきたいという大きなグラ

ンドデザインがあって、強引に選挙で勝利とい

った考えが働いたんじゃないかと思うのです

が、いかがでしょう。 
 

松永 私は、いまのまとめ方にはあまり賛成

しません。例えば不正をだれかが企画したとし

ても、それはアフマディネジャドのレベルでは

できないんですよね。大統領の上に監督者評議

会がいて、ジャンナティもいますし、最高指導

者のハメネイもいますから。そういう人たちの、

だれがいい出しっぺかわかりませんけど、もし

やっているとしたら、上のほうが合意しないこ

とにはできないですよね。 
それから、核計画の方向性とかスピードなん

ていうのは、アフマディネジャドが決定してい

ると私は思ってないのです。アフマディネジャ

ド政権成立の前後、ハタミ政権の末期に交渉が

決裂して、それからアフマディネジャドがまた

その再開をするという形で、言い方は変わりま

したけれども、そのロジック自体はイランの指

導部が一貫して持っているものです。要するに、

彼らの主張は、「ヨーロッパ諸国がイランとの

約束を破り、ＥＵ３（英、独、仏）がアメリカ

側についてしまった」「本来的にはアメリカと

イランの間にＥＵ３がいて、ＥＵ３はイランの

ことを理解してくれるメディエーターのよう

な役割を果たすはずだったのに、アメリカ側の

ほうになびいてしまった」「そういうことなら、

交渉をこれ以上続けても意味がない。核開発の

中断もやめる」というロジックです。 
国内政治のレトリックでアフマディネジャ

ドはいろんなことをいいます。「あの中断は全

く無駄で、あれは改革派のせいだ」とかいって、

あたかも彼自身が動かしているようにいいま

すが、私自身は彼が動かしているとは思いませ

ん。それは、ハメネイのレベルで、国家の中枢

で、何年計画かでやっていて、それが着々と進

んでいるだけであって、いわばアフマディネジ

ャドは広報官であり、パブリックリレーション

ズをやり、自慢する係だから、いろんなことを

言っているのだというのが私の理解です。 
 
抑止力のため核能力を求めた 

 
次の問題は、核の能力を彼らは何のために欲

しがっているかですが、私は抑止力のためだと

思うのです。彼ら自身もそういっています。覇

権といわれますが、核能力イコール覇権の確立

とか覇権の獲得に行くというロジックが、私自

身よくわかりません。抑止のために欲しい、先

制攻撃を受けないために欲しいというのは、理

屈としてわかるのですけど、核能力を持ったら、

イランの地域における政治的発言力が増すの

かというと、私は増さないと思うんですよ。 
ＧＣＣとかアラブ連盟とかがある地域で、イ

ランはアラブじゃないですから基本的によそ

者扱いですよね。だけど、一応地域にいるから、

パレスチナ問題とかいろんな問題のときに会

議に来てもらって、少し仲いいふりをするけど、

根本的に心を開き合う関係になりえない。 
イランは地域においてソフトパワーも欠い

ています。いろんな問題、歴史的な問題もあり

ますけれども。覇権というのを確立するんだっ

たら、力で抑えつけるのを覇権といわずに、公

共財を提出することによってリーダーシップ

を発揮できるようなものを多分、覇権というと

思うんですけど、イランはそういうキャンディ

デートじゃないと思うんです。 
それから、シーア派の台頭とかといいますけ

ど、シーア派が台頭してきて、何かできる国と

いうのは、シーア派がそもそも多数派じゃない

といけません。スンナ派の国をシーア派に改宗

させるというような話では全くないので、シー

ア派の台頭といっても、イラン、イラクぐらい

がせいぜいで、あとのところではあまり進みま

せんから、それと核の問題というのは結びつか

ないんですよね。 
イラン国内の権力構造をみても、それからい

ろんなロジックをみても、そういう総括は、私

自身はとりたくないなと思っています。 
（文責・編集部） 



「イラン大統領選挙後の政治危機」 
日本記者クラブ（2009 年 6 月 30 日） 

松永泰行（東京外国語大学） 
 

１．何が起ったのか？ 
 
１）選挙期間中 
現職優勢、再選の見込み。4 名の有資格候補（保守 2 名、改革派 2 名／現職対 3 名の対抗馬）。 
3 週間選挙運動期間：対抗馬ムーサヴィーの追い上げ、テレビ討論（1 対 1、90 分生放送） 
→投票日までに 2 極化（アフマディーネジャ―ド対ムーサヴィー、決戦投票的構造） 

 
２）投票日およびその後 
現職が大差で再選されたとの発表 
→「不正」（対抗馬の支持者の投票行為の妨害、投票箱の管理、開票過程、結果の発表）との反発 
ムーサヴィー：自分が勝者であった（はずな）のに、大差で敗北したとされた→抗議、選挙無効・再選挙の要

求（キャッルービーも同様の抗議）。 
 
３）数字としての選挙結果（別紙参照） 
 投票率？、上位 2 名の獲得票数の割合？、アフマディーネジャ―ド票への積み増し？ 
 それぞれの獲得総数は（および地方差も）、そう理に適わないものではない。 
 
４）背景 
 最高指導者・監督者評議会が支持する保守派（保守強硬派）現職の強み（加えて選挙実施母体で地方統治の

要の内務省：革命防衛隊出身者で固める） 
 「改革派」（旧イスラーム共和党左派、90 年代半ばから自由化・民主化路線、但し体制内改革のみ）の弱さ

（組織、人材、一般国民とのコネクションの点で極めて脆弱、努力不足） 
 
２．なぜアフマディーネジャードか？ 
 
１）有権者レベル：下層階級・地方の国民の生活苦→給付金で取り込み、国内的には特権支配層と対立を演出、

（外交・核問題などで）庶民のナショナリズムに訴える 
 
２）政治エリート・レベル：①世代交代（革命功労者世代から革命第 2 世代へ）、②非聖職者化という大きな

流れの中で台頭。 
選挙戦術：4 年前：私腹を肥やしたラフサンジャーニー候補の対極に位置する庶民派。今回、特権階級化した革

命第 1 世代との対比、闘いを強調。（怖いもの知らず、歯に衣を着せないタブー破りの言動、しかし巧み） 
 
３）最高指導者レベル：6 月 19 日の金曜礼拝発言 
 アフマディーネジャードの見方（政策的見解、価値観、世界観）：自分のものに最も近い（最大級の賛辞） 
 
３．抗議行動／反政府運動の性格と今後の見通し 
 
 当初の予想より長く続いている 
  ・ムーサヴィーの抵抗姿勢（選挙無効・再選挙要求）の継続 
  ・警告・治安部隊等の暴力行為にもかかわらず、一部で継続（6 月 28 日テヘラン） 
 
 組織の欠如、指導者の欠如、戦略の欠如→運動（「緑の波」）の継続は困難 
 政府からの弾圧が日々強化されている（改革派政治エリート・政党・プレスが対象） 
 
４．終わりに――「第 3（或いは第 4）の革命」だったしたら、どのような意味で 
 
１）短期的には、ハーメネイー最高指導者の勝利 
２）中期的には革命第 2 世代の非聖職者政治エリート（革命防衛隊出身者など）の勝利 
３）長期的には、「緑の波」運動支持者の勝利も可能 



表１：イラン・イスラーム共和国下の大統領選挙     （松永泰行作成） 
選挙 年 投票総数 有権者数 投票率 (%) 当選者 当選者獲得票数 投票総数に

おける割合

第 1 回 1980 14152887 20993643 67.42 Bani-Sadr 10750000  

第 2 回 1981 14573803 22687017 64.24 Rajai 12770000  

第 3 回 1981 16847717 22687017 74.26 Khamenei 15900000  

第 4 回 1985 14238587 25993802 54.78 Khamenei 12200000  

第 5 回 1989 16452677 30139598 54.59 Rafsanjani 15550000  

第 6 回 1993 16796787 33156055 50.66 Rafsanjani 10570000  

第 7 回 1997 29145745 36466487 79.92 Khatami 20080000 69% 

 第 8 回 2001 28155819 42170230 66.77 Khatam 21660000  

第 9 回 2005 27959253 46786418 59.8 Ahmadinezhad 17248782  

第 10 回 2009 38951043 46200000 [84.3] Ahmadinezhad 24592793 63% 

Sources: The Ministry of Interior, the Islamic Republic of Iran, available at http://www.moi.ir/. 
 
 
 
第 10 期選挙結果（6月 15 日内務省発表、海外投票分が加算されたもの） 
 
アフマディーネジャード 24,592,793 62.63%  (6/13 発表) 
ムーサヴィー  13,338,121 33.75%  (6/13 発表) 
レザーイー     681,851 
キャッルービー     338,278 
無効票      420,171 
投票総数  39,381,214 
 
 
 
ムーサヴィーが優勢だったところ（獲得票数の面において） 
 テヘラン市 
 シャベスタル市（東アゼルバイジャン州、ムーヴィー出身地） 
 西アゼルバイジャン州 
 シスタン・バルチスタン州 
 
接戦だったところ 
 東アゼルバイジャン州 
 アルダビール州 
 コルデスタン州 




